
2023年9月4日
一橋大学イノベーション研究センター

市川 類

政策視点・消費者視点からのコメント
（イノベーション論からの視点）



◼ 何故、スマートグリッドは普及しなかったのか

Ichikawa Tagui, Institute of Innovation Research, Hitotsubashi University 2

• 2009年から、世界的なスマートグリッドへの関心の高まり。
– デマンドレスポンス（DR）に加え、当時から、EVへの充放電も視野。

– その後、多くの試行（DRを中心とするフィールド実証、地域マイクログリッドなど）
※経済学者の参加による、消費者行動分析等を含む（2017）。

• これまでの成果をどう評価するか？（イノベーションの普及の視点）

– スマートメーターの普及は進展。DR等の普及は、どう評価するか。

– 普及が不十分な場合、何が問題だったのか？（過去の分析の必要性）
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◼ CN時代に求められるスマートグリッドの方向
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• 2020年以降、カーボンニュートラル（CN）への関心の高まり
– CN実現には、電力システムの抜本的改革が必要
※火力出力調整からネットワーク（デジタル）調整へ⇒一種の「スマートグリッド」

– 特に、システム全体での「蓄電」の重要性（短期/長期安定供給の観点）
※「蓄電」には、蓄電システムだけでなく、水素システムの組み込みも視野。

• システムへの「蓄電」の組み込みをどのように実現・普及をしていくか？
– 経済的視点（コスト）に加え、イノベーション（普及）の視点の必要性。

（出典）市川類「産業革命としてのカーボンニュートラル革命」、一橋ビジネスレビュー2022SUM．70
巻1号、p8-p23 ほか
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＜CNに伴う電力網の改革の方向＞ ＜CNに伴う蓄電・水素システムの構築＞



◼ イノベーション論から見たCN革命
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• CN実現にはイノベーションが前提。ただし過去の産業革命とは異なる。
– 過去の産業革命（石油・電力革命）：川下部門（利用産業）のイノベーションに波及。

– CN革命：川上部門（供給産業）の構造転換のみ。
⇒川下部門（利用産業）の新たなイノベーションの波及が原則起きない。

• スマートグリッドへの転換も、CN革命と同じ構造。
– 「電力は電力」⇒時間差料金制度などは、川下の行動にどのように効果を与えるか。

– 川下部門における、最終ユーザーニーズを踏まえたイノベーションが必要。
（⇒特にデジタル・データの活用による、新たなビジネスモデルの創造）。

（出典）市川類「産業革命としてのカーボンニュートラル革命」、一橋ビジネスレビュー2022SUM．70巻1号、p8-p23 ほか

＜産業革命としてのCN革命の特徴＞



◼ 今後の電力システムとEV連携の方向（案）
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• デジタル技術の活用による、電力システムのプラットフォーム戦略、多様な
EV接続サービス創出のための環境整備の在り方を検討してはどうか。
– 電力システム（上流）：プラットフォーム化戦略（経済学的視点）

• 安定供給に係るコスト（蓄電相当）の電力調達・販売価格への反映

• 時間差、制御可能性を踏まえた、プラットフォーマーとしての電力価値の戦略的設定

– EV接続サービス（下流）：多様な新サービス創出戦略（イノベーション論視点）

• デジタル技術・データの積極的活用による付加価値の創造の促進

• 多様なビジネスモデルの競争による消費者（EV利用者・保有者）のニーズ獲得

電力システム

• 安定供給の確保
• PFerとしてのビ

ジネスモデル

サービス事業者
（VPPなど）

最終消費者

• デジタルの積極的な活用
• 消費者ニーズを踏まえた

多様なビジネスモデル

＜例：サブスクサービス＞

• 会員向け定額サービス（ EV充電スタ
ンド運営者、駐車場等向け。ただし、夜
間帯に限る。昼間は追加料金必要）

• 充電費用無料サービス（EVのレンタ
ル事業者等向け。同上。）

＜例：デジタル・AIの活用＞

• 配車計画を踏まえた充電・放電時間も含む最適化配
車サービス（多数のEV保有事業者（運送業等）向け）

• 個人EV保有者向けAIアシスタントサービス（過去の
EV使用パターン、個人カレンダーとの同期により、充填・放電
時間を最適化。アグリゲーター（VPP事業者））

• 個人保有者
• 利用事業者
• 関連事業者

⇒デジタルを活用した多様なビジネスモデルイノベーションを起こす環境整備（ビジネスプランコンテスト含む）

＜例：他サービスとの連携＞

• テレマティクス保険との連携による
割引（自動車保険会社向け）

• 大規模小売店舗での無料充電
サービス（ただし、店舗購入・滞在
などの要件）



◼ （参考）エネ庁報告書（2023年3月）
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「次世代の分散型電力システムに関する検討会 中間とりまとめ」（2023年3月14日）



◼ ご清聴ありがとうございました。
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